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川崎・

「ふ
ろ
ｔ
き
の
ゑ
ホ
と
手
は
ど
き
」
同
催

ふ
ろ
ｔ
き
は
「
も
つ
た
い
な
い
」
の
緒
神
そ
の
も
の

キ
の
Ｓ
の
代
象
で
す

久
本
薬
医
門
公
園
は
、
溝
口
駅
か
ら

洗
足
学
園
の
方
向

へ
歩
い
て
５
分
の

と
こ
ろ
、
久
本
山
の
緑
の
入
り
口
に
あ

り
ま
す
。
３
月
１
７
日
、
整
備
が
終
り

公
園
と
し
て
完
成
し
ま
す
。

こ
の
地
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

代

々
こ
の
地
で
医
家
と
し
て
続
い
た

岡
家
の
跡
地
で
す
。
溝
口
再
開
発
に
伴

う
道
路
拡
張
の
た
め
屋
敷
は
取
り
壊

さ
れ
、
薬
医
門
と
日
本
庭
園
と
蔵
が
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
黒
沢
監

督
の
映
画

「赤
ひ
げ
」
の
療
養
所
の
モ

デ
ル
と
も
な

っ
た
所
で
す
。

そ
の
後
浜
田
庄
司
記
念
館
建
設
の

構
想
も
あ
り
ま
し
た
が
、
川
崎
市
の
財

政
難
か
ら
か
な
わ
ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
ル
ー
ム
が
建
て
ら
れ
、
庭
園
な
ど

は
荒
廃
し
、
門
も
、
老
朽
化
が
日
立

つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
か
ね
て
、
お
お
く
の
市
民

と
と
も
に
川
崎

。
多
摩
丘
陵
の
里
山
を

守
る
会
が
公
園
化
の
署
名
運
動
を
起

こ
し
、
周
辺
町
内
会
や
近
隣
住
民
の
協

力
を
得
て
請
願
、
そ
れ
が
市
議
会
で
採

択
決
定
さ
れ
、
国
か
ら
の
助
成
金
も
あ

り
川
崎
市
が
公
園
と
し
て
用
地
を
取
得

し
ま
し
た
。

２
年
前
か
ら
里
山
を
守
る
会
も
参
加

し
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
プ
で
公
園
構
想
を
練

り
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
市
民
の
憩
い

の
場
、
「ま
ち
の
庭
」
と
し
て
公
園
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
公
園
の
完
成
を

記
念
し
ま
し
て
、　
一
週
間
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

歌
あ
り
踊
り
あ
り
、
陶
芸
教
室
あ
り
、

「ふ
ろ
し
き
の
展
示
と
手
ほ
ど
き
」
「お

話
し
会
」
あ
り
、
若

い
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
出
演
あ
り
の
お
楽
し
み
企
画
を
庭

と
蔵
の
中
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
３
月
１
７
日

（土
）
か
ら
２

３
日

（金
）
ま
で
。
毎
日
、
午
前
１
１

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
で
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
に

つ
い
て
は
次
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
出
演
と
市
民

の
協
力
に
よ

つ
て
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

多
様
な
人
々
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
公
園
と

し
て
の
特
徴
を
皆
様
に
お
披
露
日
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

蔵

の
中
は
趣
味

の
展
示
や
小
集
会
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。
門

と
日
本
庭
園
と
蔵
の
あ
る
公
園
は
、
子
供

た
ち
の
歴
史
教
育
の
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
人
々
の
集
い
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
一九
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
週

間
に
ぜ
ひ
お
出
で
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

″の″ 久黙薬藤刀公″完成記念イベン ハ

公園内だある蔵の中で

秘 ろιきの居示 と手などきノ″″

θガ ゴ7′ ω 鍵ヽ ′ 、ω

II′ θθ～ゴイ rθ θ

椰 ろιまの″び方いろクぢ ノ庸習会

θガ ゴθ″ ″〃 ゴゴ′θθ～ゴ′ fθ θ

公園内テン ハだで主催:多摩丘陵の里山を守る会

枝垂れ桜05年お花見の会
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フリーマーケットの報告
″字フゝ員鶴ミ 〔日躍日)末 長久保台公園で開催の

フリーマーケ ッ トの成果 をご報告 します ^

フリーマーケット出店者は9店、参加費300円はチラシ配布や準備な

どの費用としました。ドングリの苗木のプレゼント、お茶とあんず酒の

無料接待、ヨーヨー釣り、炊き込みご飯・おだんごの販売、地場野菜

販売などを「里山を守る会」が行いました。

公園には、テーブルといすのセットをならべ、パラソルを立ててお楽しみ空間が出来上がりました。のぼ

り旗を立て、横断幕を張り、天候にも恵まれ、近隣の人々の参加でおおい賑わいました。

「
里
山
を
守

る
会

」
今

後

の
予
定

１
．
里
山
活
動
日

（草
刈
リ
ロ剪
定
・堆
肥
マ
ス
作
り
）

３
月
２
５
日
（
日
）
１
０
時
～
１
２
時

４
月
１
５
日
（
日
、
定
例
）
お
な
じ

５
月
２
７
日
（日
）
お
な
じ

・
末
長
久
保
台
公
園
に
集
合
し
て
活
動

２
．
公
害
・環
境
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

５
月
２
０
日
溝
ロ
キ
ラ
リ
デ
ッ
キ

・
展
示
参
加
の
内
容
は
薬
医
門
公
園
イ

ベ
ン
ト
の
写
真
、
里
山
活
動
の
写
真
な

ど
の
展
示
と
活
動
の
ア
ピ
ー
ル

川
崎
・多
摩
丘
陵
の
里
山
を
守
る
会

総
会
予
定
（高
津
市
民
館
予
定
）

５
月
１
３
日
（日
）
午
前
１
１

０̈
０
～

。
総
会
終
了
後
に
、
昼
食
会
を
開
催

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
久
保
台
公
園

７
月
１
５
日
（
日
）

雨
天
の
場
合
翌
日
１
６
日
（月
口祝
）

高
津
市
民
館
自
主
企
画
事
業
「水
と

緑
と
農
の
あ
る
風
景
写
真
展
」
の
た

め
の
自
然
観
察
撮
影
会
９
月

・
タ
ー
ザ
ン
の
本
、
江
戸
見
桜
、
薬
医

門
公
園
な
ど
に
お
い
て
撮
影
会
を
開
催

６
．
高
津
市
民
館
自
主
企
画
事
業

「水
と
緑
と
農
の
あ
る
風
景
写
真

展
」
開
催

予
定
２
０
０
８
年
２
月
７
日
～
１
３

日・
高
津
区
内
の
水
と
緑
と
農
の
あ
る
風

景
を
写
真
に
と
り
、
応
募
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
市
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
写

真
展
を
開
催
し
、
人
気
投
票
も
行
い
ま

す
。

一
年
の
間
に
素
敵
な
季
節
ご
と
の
写

真
を
撮
り
だ
め
て
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
今
、
ま
さ
に
春
。
こ
の
季
節

の
写
真
を
撮
る
の
は
今
を
お
い
て
は

あ
り
ま
せ
ん
。

高
津
区
の
花
は
水
仙
、
本
は
梅
で

す
。
熊
野
森
に
も
、
大
き
な
山
桜
が
あ

り
、
春
の
訪
れ
が
斜
面
緑
地
の
あ
ち
こ

ち
に
見
つ
か
り
ま
す
。

フ
．
高
津
市
民
館
自
主
企
画
事
業

「
マ
ッ
プ
展
」
開
催

予
定
１
０
月
１
８
日
～
２
４
日

・
マ
ッ
プ
展
の
内
容
は
、
溝
の
回
南
側

の
歴
史
的
ポ
イ
ン
ト
、
緑
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
記
載
し
た
歩
け
る
地
図
の
作

成
。
文
教
地
区
と
し
て
の
久
本
に
残
る

歴
史
的
遺
産
な
ど
を
地
図
に
し
ま
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
１
０
時
か
ら

集
合
場
所

；
末
長
久
保
台
公
園

定
例
の
里
山
活
動
は
、
草
刈
り
や
剪
定
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
斜
面
緑
地
を
雑
木
林

の
美
し
い
里
山
に
再
生
さ
せ
る
活
動
で
す
。

緑
に
親
し
み
、
自
然
の
中
に
暮
ら
す
こ
と

を
、
積
極
的
に
味
わ
お
う
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

久
本
薬
医
門
公
園
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

の

「ふ
ろ
し
き
展
」
に
は
会
員
が
い
ま
す
の

で
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

川崎・ 多摩丘陵の里 山を守 る会 会員募集

この会は、失われていく多摩丘陵の緑地を保全 し、次世

代に引き継ぐために活動するボランティアの会です。

ご関心のある方は、末長久保台公園に、活動 日日程にそ

つてお集は りください。草刈、剪定、どんぐりの苗を育

てる、緑の小道づくりなど ぜひご参加ください。

連絡先 伊中 TEL&FAX 044‐ 866‐ 7005


